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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

研究テーマの概略 (基礎情報)
CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

・研究期間：2021～2025
・研究課題名 LCCACとの共創による地域の適応に関する情報デザイン
・キーワード 気候変動適応、情報デザイン、地域の適応
・研究代表者 国立環境研究所気候変動適応センター 真砂 佳史
・参加機関： 信州気候変動適応センター、大分県気候変動適応センター、

滋賀県気候変動適応センター、栃木県気候変動適応センター

・研究概要：気候変動に関する地域レベルの情報発信や適応策策定を支援する役割を
持つ地域気候変動適応センター（LCCAC）の課題の一つとして、科学的情報を効率よ
く発信し、一般市民や事業者へ伝えるためのノウハウが確立されていないことが挙げ
られる。本課題では、LCCACが地域の適応を推進するにあたり必要とする情報や技術
について調査を行い、気候変動適応に関する最新の学術的知見を活用するための方法
や技術、わかりやすい形での情報発信の方法について検討する。

・研究の特色：一般的に、最新の科学的データや知見は十分な専門知識がないと理解
が難しく、またデータの解析には特別な技術を必要とする。科学的データの活用方法
やそれに必要な技術、効果的な情報発信方法について、 LCCACとCCCAが協働して検
討し、実際に活用することを目指す点が本課題の特色である。
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主な研究成果① (2022年度)
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